
 

 試作車と思われる 90～125CC クラスの車両、ベビーライラックの後継機と推察さ

れるが発売はされなかった。 
 

 



 

浜名湖舞阪付近の景色、後ろは東海道線、女性二人はライラック姉妹の設定の

SKD のどなたかでレコードの歌詞イメージでのショットと推測される。 

そう言うイメージでの今で言うコラボ的な演出が有ったのでは？とも思われる 

後ろの電車は東海道線。 

 

 
 

 



 

 昭和 30 年 浜松オートレースの宣伝部隊。 

                          



 

 浜松オートレース宣伝部隊 浜松市役所からの出発前の一コマ。 

 

 



 

 珍しいカラーでの画像、朝のラジオ体操か朝礼と言った集まりである様に 

思われる。帽子と作業服の胸の位置にライラックの社章が刺繍されている。 

デザイン的には山内家の家紋に似ている。 

 

 



 

 

 当時のアメリカの TV ドラマルート６６で使用された LS1８の 2 型。 

 

 



 

  小夜の中山の峠道でのショット、ニューベビーライラック。 

 

。 

 

 
 



 

 

 

森田の工場 入口でのショツト・ニューベビーライラック 
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松菱デパートを背に浜松駅を関西方面に向かいすぐの所に有った

丸正自動車株式会社の建屋。 

 

。 

 

 

 

 

 

 



    

 

 

 

 

   隣町、伊藤社長の故郷磐田市方面での特産品で

あった、別珍、コール天のジャケットでの一枚、この布

はメガネがガラスであった時代に見た目の高級感と共

にメガネ吹きに非常に需要が有りました。 
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ツーリング途中の 1ショット 



 

 

 

当時の工程内の様子エンジンの組み

立て工程の様子、棚や道具箱、作業台

等が木材で作られていて優しい時代を

感じる。 


